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主な質問と答弁一 般 質 問

（※2）PPS…�特定規模電気事業者。電力供給を事業とする会社のうち、一般電気事業者には該当せず、
50kW以上の高圧電力を必要とする需要家を対象に電力の小売供給を行う事業者。

（※1）FUJISAWAにこやかクレド制度…�プロとしてのおもてなしの精神をもって、相手のニーズに真摯に向き
合い、「ありがとう」と言われる接遇に、一丸となって取り組む制度。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
目
指
し
た
研
修
等
を
実
施

課
題
の
共
有
化
を
図
り
、
丁
寧
な
対
応
に
取
り
組
む

よ
り
よ
い
接
遇
の
実
践

桜
井　

直
人

（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問
　
職
員
の
業
務
に
関
し
、

市
民
や
業
者
と
の
や
り
と
り
の

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
民
サ 

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も
、
そ

う
し
た
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
防
止
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
の
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
窓
口
対
応
で
の
問
題
解

決
に
当
た
っ
て
は
、
来
庁
者
へ

の
説
明
や
適
切
な
案
内
が
必
要

と
な
る
た
め
、「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
に
こ
や
か
ク
レ
ド
制
度
」

（
※
１
）
の
さ
ら
な
る
実
践
と

挨
拶
や
接
客
等
の
接
遇
能
力
、

職
場
内
の
情
報
伝
達
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た

研
修
を
各
階
層
別
に
実
施
し
て

い
る
。
具
体
的
に
、
接
遇
能
力

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
若
手
職

員
を
中
心
に
各
階
層
別
研
修
に

お
い
て
段
階
的
に
接
遇
の
技
術

を
学
び
、
接
遇
を
指
導
す
る
立

場
に
あ
る
管
理
職
に
対
し
、
接

遇
指
導
者
養
成
研
修
を
行
い
、

職
場
内
で
の
指
導
能
力
の
向
上

を
図
り
、
よ
り
よ
い
接
遇
の
実

践
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
若
手
職
員
が

職
場
内
で
意
思
疎
通
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
研
修
を
実
施
し
、

管
理
監
督
者
に
対
し
て
は
、
職

場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
意
識
改

革
を
図
る
た
め
の
知
識
、
技
能

の
習
得
を
図
る
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
研

修
で
は
、
実
際
に
窓
口
で
起
き

た
問
題
等
を
題
材
と
し
、
職
員

お
の
お
の
が
課
題
の
共
有
化
を

図
る
中
で
、
一
層
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
ど
う
対
応

す
べ
き
か
研
究
、
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
研
修
を
通
じ
て
、
職

員
の
人
間
力
、
対
応
力
の
向
上

と
職
場
に
お
け
る
接
遇
の
充
実

を
図
り
、
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

武
藤　

正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問
　
学
校
の
防
災
対
策
と
し

て
、
校
舎
、
体
育
館
の
構
造
躯

体
の
耐
震
化
は
も
と
よ
り
、
天

井
や
照
明
器
具
等
の
脱
落
防
止

吉
田　

淳
基　

（
自
由
松
風
会
）

質
問
　
交
差
点
を
通
行
す
る
歩

行
者
の
事
故
防
止
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
い
う
歩
車
分
離
式

信
号
機
の
導
入
を
本
市
で
も
促

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
横
断
が
非
常

に
多
い
高
砂
小
学
校
前
の
交
差

点
を
歩
車
分
離
式
信
号
機
に
よ

り
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
す
る
こ
と

は
可
能
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
歩
車
分
離
式
信
号
機
の

導
入
は
、
歩
行
者
の
安
全
性
の

確
保
と
交
通
の
円
滑
化
と
い
う

視
点
か
ら
有
効
で
あ
る
と
考
え

財
政
規
律
の
堅
持

収
支
均
衡
と
効
率
性
を

歩
車
分
離
式
信
号
機

導
入
促
進
の
要
望
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
施
策

地
産
地
消
を
目
指
す

電
気
料
金
の
縮
減

Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
再
検
討
を

て
い
る
。
交
通
管
理
者
で
あ
る

警
察
は
、「
歩
車
分
離
式
信
号

に
関
す
る
運
用
指
針
」
の
中
で
、

渋
滞
悪
化
や
円
滑
な
交
通
へ
の

悪
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
導
入
の
適
否
を
判
断
す
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本

市
と
し
て
は
、
地
域
の
要
望
を

踏
ま
え
、
個
々
の
交
差
点
の
特

性
や
交
通
量
等
を
勘
案
し
、
円

滑
な
交
通
環
境
へ
の
影
響
を
見

据
え
た
上
で
、
警
察
に
要
望
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
高
砂
小
学
校
前
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
の
要
望
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
三
年

に
、
藤
沢
警
察
署
は
、
円
滑
な

交
通
環
境
へ
の
影
響
等
の
課
題

か
ら
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
在
は
、
信
号
交
差
点
内

で
の
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
、
地
元
要
望
や
交

通
量
調
査
等
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
検
討
す
る
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
二
十

四
年
十
一
月
の
交
通
量
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、周
辺
自
治
会
、

地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会
等

関
係
者
の
意
見
を
ま
と
め
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
と

も
協
議
を
進
め
、
条
件
整
理
が

で
き
た
段
階
で
警
察
に
要
望
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

有
賀　

正
義　

（
み
ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問
　
市
税
収
入
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
め
な
い
中
、
国
か
ら

の
財
源
の
動
向
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
い
う
点
に

重
き
を
置
い
て
、
平
成
二
十
五

年
度
の
予
算
編
成
を
行
う
の
か

聞
き
た
い
。

答
弁
　
市
政
運
営
の
基
本
方
針

で
あ
る
「
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
藤

沢
の
創
生
」、「
公
正
・
効
率
・

信
頼
に
基
づ
く
藤
沢
の
再
生
」

の
た
め
、
市
政
目
標
で
あ
る
五

つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

行
財
政
改
革
の
推
進
、
事
業
の

重
点
化
、
事
業
の
優
先
順
位
づ

け
、
財
源
不
足
に
対
す
る
歳
入

確
保
の
取
り
組
み
、
国
・
県
予

算
の
編
成
状
況
の
把
握
と
反
映

と
い
う
五
本
の
柱
を
基
本
と
し

て
二
十
四
年
九
月
に
編
成
方
針

を
示
し
、
現
在
、
編
成
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
　
財
政
規
律
の
堅
持
が
課

題
と
な
る
が
、
そ
の
財
政
規
律

を
広
く
捉
え
、
収
支
均
衡
だ
け

で
な
く
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

な
い
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
排
除

し
、
市
民
に
適
切
な
租
税
負
担

を
求
め
る
「
効
率
性
」
を
実
現

す
る
こ
と
も
含
む
と
い
う
新
し

い
公
共
の
考
え
方
が
あ
る
が
、

方
向
性
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
財
政
規
律
を
堅
持
し
た

財
政
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
行
政
水
準
を
確
保

し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
少
の
経
費
で
最
大
限
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ

う
努
め
、
歳
入
歳
出
の
収
支
の

均
衡
を
堅
持
す
る
こ
と
が
、
健

全
な
財
政
運
営
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
職
員
の
コ
ス

ト
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
行
政

市
川　

和
広

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問
　
原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
り
、

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き

る
限
り
減
ら
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
昨
年
度
の
市
内
全
域
に
お

け
る
使
用
電
力
量
の
削
減
率
を

聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
の
観
点
か
ら
、
本
市
で
取

り
組
み
可
能
な
電
力
政
策
及
び

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
聞

き
た
い
。

答
弁
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

電
力
不
足
の
た
め
実
施
さ
れ
た

計
画
停
電
に
よ
り
、
電
気
の
大

切
さ
と
地
域
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
地
域
で
生
み
出
す
こ
と
の

重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
の
節

電
に
よ
る
使
用
電
力
量
の
削
減

率
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
年
度

比
で
、
一
般
家
庭
は
約
七
％
、

公
共
施
設
は
約
一
二
％
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
電
力
政
策
の

中
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

抑
制
に
つ
い
て
は
、
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
市
民
が

実
践
で
き
る
省
エ
ネ
、
節
電
対

策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

観
点
か
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
藤
沢
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
制

度
に
よ
る
普
及
促
進
や
ご
み
処

理
施
設
に
お
け
る
焼
却
熱
を
利

用
し
た
発
電
な
ど
が
あ
る
。
な

お
、
こ
の
計
画
は
、
来
年
度
に

改
定
を
予
定
し
て
お
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
中
心
と
し

た
考
え
方
か
ら
、
電
力
政
策
な

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
取
り
込

ん
だ
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

等
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に

つ
い
て
も
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
そ
の
点
検
状
況
と
今
後

の
進
め
方
を
聞
き
た
い
。ま
た
、

非
構
造
部
材
が
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
折
り
畳
み
式
ヘ

ル
メ
ッ
ト
等
、
児
童
生
徒
の
生

命
を
守
る
防
災
用
品
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁
　
非
構
造
部
材
の
点
検
状

況
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
よ
る

毎
月
の
安
全
点
検
の
ほ
か
、
一

級
建
築
士
等
有
資
格
者
に
よ
る

施
設
点
検
を
年
一
回
行
い
、
修

繕
等
に
よ
り
安
全
確
保
を
図
っ

て
い
る
。
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
と
し
て
、
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
変
更

し
た
際
に
、
逆
Ｔ
型
の
転
倒
防

止
型
テ
レ
ビ
台
に
固
定
し
て
い

る
。
窓
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、

破
損
時
に
細
か
く
砕
け
、
角
が

な
く
丸
み
を
帯
び
た
破
片
と
な

る
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
飛
散
防
止
対
応
型
窓

ガ
ラ
ス
の
採
用
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
今
後
の
進
め
方
と
し

て
は
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
の
推
進

を
掲
げ
て
お
り
、
教
育
施
設
で

あ
る
と
と
も
に
災
害
時
の
避
難

場
所
と
な
る
屋
内
運
動
場
、
武

道
場
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七

年
度
を
目
途
に
調
査
及
び
対
策

を
講
じ
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
、
屋
内

運
動
場
や
武
道
場
の
天
井
、
照

明
な
ど
に
つ
い
て
、
二
十
五
年

度
に
行
う
点
検
の
結
果
に
基
づ

き
改
修
計
画
を
策
定
し
、順
次
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
進
め
、

そ
の
後
、
校
舎
に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

折
り
畳
み
式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
頭

部
保
護
の
観
点
か
ら
有
効
と
考

え
る
が
、
保
護
者
負
担
等
の
課

題
が
あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

青
木　

仁
子

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
・
藤
沢
）

質
問
　
脱
原
発
を
進
め
て
い
く

児童生徒の安全を確保

学校の防災対策

校舎等の非構造部材の耐震化を推進

た
め
、
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
積
極
的
に
導
入
し
て
電

気
使
用
量
の
削
減
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

二
十
三
年
度
ま
で
に
、
建
て
か

え
を
予
定
し
て
い
る
六
会
市
民

セ
ン
タ
ー
を
除
く
市
民
セ
ン
タ

ー
、
公
民
館
、
新
館
一
階
の
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

導
入
し
て
き
た
。
二
十
四
年
度

に
つ
い
て
は「
夏
の
節
電
対
策
」

で
得
た
財
政
効
果
を
活
用
し
、

総
合
市
民
図
書
館
や
新
館
な
ど

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
当
た

り
、
価
格
が
高
い
こ
と
や
点
灯

時
間
が
長
い
ほ
ど
節
電
効
果
が

大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
更
衣

室
な
ど
点
灯
時
間
が
少
な
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は

な
く
、
省
エ
ネ
蛍
光
灯
に
交
換

し
て
い
る
。
今
後
も
施
設
の
改

修
等
の
際
に
設
置
を
進
め
る
と

と
も
に
、
ト
イ
レ
へ
の
人
感
セ

ン
サ
ー
の
導
入
検
討
な
ど
、
施

設
の
省
エ
ネ
化
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
電
気
料
金
を
縮
減
す
る

た
め
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
※
２
）
か
ら
の

電
気
購
入
を
検
討
し
て
い
た
が
、

電
力
供
給
量
が
足
り
ず
導
入
に

至
ら
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
供
給
量
の
状
況
と
活
用

を
再
検
討
す
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
二
十
四
年
二
月
の
時
点

で
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
が
集
中
し
、

電
力
の
余
力
が
な
い
た
め
、
導

入
に
至
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
、

最
近
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
電
力
供
給
量

が
ふ
え
た
こ
と
に
よ
り
、
活
用

で
き
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た

こ
と
か
ら
再
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

　
事
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て

は
、
価
格
や
信
頼
性
、
安
定
性

に
加
え
、
発
電
方
法
に
も
留
意

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｐ
Ｐ

Ｓ
が
供
給
す
る
電
気
は
火
力
発

電
中
心
で
あ
る
た
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
る
。
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
排
出
係
数
が
低
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の

発
電
を
中
心
と
し
た
事
業
者
を

現
在
調
査
し
て
い
る
。

天井や照明器具等の非構造部材の耐震化を進める

歩車分離式信号機の設置が要望されている高砂小学校前交差点

の
ス
リ
ム
化
と
事
業
の
効
率
化

を
進
め
、
事
業
内
容
の
再
点
検

や
事
業
成
果
の
検
証
を
行
う
こ

と
で
、
事
業
見
直
し
や
改
善
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。


